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１.まえがき 

 あと施工アンカー（以下，アンカーとする）は土木構造物において部材を接合する場合に用いられ,設計お

よび施工仕様は各指針 1)2)にまとめられている.アンカーの引抜き耐力は様々な要因に影響を受けるとされて

いるが，本研究ではアンカーの穿孔径,定着材の相違およびひび割れが引抜き耐力に及ぼす影響について着目

することにした.なお本報告では,アンカーの引抜き耐力,変形性能および破壊形態に着目して取りまとめた.  

２.穿孔径,穿孔方法および定着材の種類による相違 

2.1 試験概要 

 本研究ではアンカーの引抜き耐力やその変形性能が穿孔径,穿孔方法および定着材の種類によって相違する

か否かについて検討するために,表-１に示す試験ケースを設定し引抜き試験を行った.アンカーにはネジ節鉄

筋の鉄筋径 D19 を用い,定着長は 15×D（285mm）とした. 穿孔方法は電動ドリルおよびコアドリル,穿孔径は

24mmと 30mm とした.また,定着材には，注入式カプセル無機系定着材および和紙保護式カプセル無機系定着を

用いた.  

 

表-１ 穿孔径,穿孔方法および定着材の種類の試験概要と試験結果 

 

2.2 試験結果 

試験結果を表-1に示すとともに着目点ごとの考察を①～③に示す． 

① 穿孔方法による相違：穿孔方法によって孔壁の形状は相違し，例えば,電動ドリルの孔壁は粗であるが,コ

アドリルの孔壁は滑らかである.電動ドリルおよびコアドリルに関する引抜き耐力および最大変位につい

て着目したが顕著な相違は見られなかった.  

② 穿孔径の相違：穿孔径φ30mm およびφ24mm の電動ドリル穿孔に関する引抜き耐力はほぼ同等,穿孔径がア

ンカーの 1.26～1.58 倍の範囲では荷重-変形曲線にも顕著な相違は見られなかった.  

③ 定着材の相違：あと施工アンカーと母材コンクリートの間に充填，付着する定着材の相違に関する引抜き

耐力はほぼ同等であり,荷重-変位曲線に顕著な相違は見られなかった.  
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３．あと施工アンカー近傍のひび割れの影響 

3.1 試験概要 

 被試験体は長さ 1.5m×幅 1.5m×高さ 50cm の有鉄筋試験体で厚

さ 1.5mmのテフロンシートを表面から 15cm埋設することにより模

擬ひび割れを設定した.また，アンカーとひび割れの位置関係は図

-1 に示すようにアンカー打込み位置を中心として片側 60mm 位置

と両側 60mm 位置に設定した.  

3.2 試験結果 

ひび割れが片側と両側の場合のアンカーの引抜き試験結果を表

-２に,両側ひび割れに関する荷重-変位曲線を図-２に各々示す.

アンカーの定着長が 120mm の場合，最大荷重は 41.0～41.5kN で,

アンカーの定着長が 150mmの場合，最大荷重は 44.1～44.9kNであ

った.なお，引抜き耐力はひび割れがない場合と同様，アンカーの

定着長 150mm の方が定着長 120mm よりも大きくなった.  

破壊形態は,アンカーH-1 と H-3 でボルト破断,アンカーH-2 と H-

4 でコーン破壊となった．すなわち，ボルト破断となった試験体は

定着長がひび割れ深さと同等であった.  

以上の結果から，ひび割れ周辺に設置するアンカーの挙動は,定

着長によって影響が明確に現れ,引抜き耐力を確保するためには定

着長をひび割れ深さ以上に設定する必要があることがわかった.  

４．まとめ 

(1) 電動ドリルとコアドリルによる穿孔方法,アンカー径の1.26～

1.58 倍の穿孔径,注入式カプセル無機系定着材および和紙保護式カ

プセル無機系定着材の定着材の種類の相違による引抜き耐力,荷重-

変位曲線に関しては顕著な相違は見られなかった.  

(2) アンカーをひび割れから 60mm 離して打ち込む場合，定着長に

よりアンカーの挙動に影響が現れることが分かった．また，ひび割

れ深さ同等の定着長であれば,引抜き耐力は向上し,破壊形態はアンカ

ー破断であった. 

表-２ ひび割れ諸元,アンカー諸元および引抜き試験結果 
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図-１ ひび割れの影響を検討するひび割

れ配置とあと施工アンカー位置 

(a) H-3(定着長 150 ㎜) 

(b) H-4(定着長 120㎜) 

図-２ 両側ひび割れに関する荷重-変

位曲線 
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